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東京電力福島第一原子力発電所から海へ放出された放射能の総量は､3月21日

～4月30日で1.5京(けい)ベクレル(京は兆の1万倍)を超えるとの試算を､日本原

子力研究開発機構などがまとめた｡東電はこれまで､海に流出した汚染水中の放射

能量は約4720兆ベクレルとの推定を発表しているが､今回は､これに大気からの降

下分を加えた結果､3倍を超える値になった。

同機構の小林卓也研究副主幹(海岸工学)らは.原発の放水口付近の海洋での放

射能の実測値などをもとに､直接海に流出した量を推定｡これとは別に､大気から降

下した放射能量もシミュレーションで推定して､足し合わせた。

その結果､放出量はヨウ素131が1京1400兆ベクレル､セシウム137が3600兆

ベクレルになった｡セシウム134は計算していないので､総放出量は15京ベクレル

を超えるという。

小林副主幹によると.東電の推定値から増えたのは､大気からの降下分を加えたた

めだが､汚染水の流出分も､東電が発表した以外に流出が起きていて増えた可能性

があるという｡また､試算の誤差が値を押し上げた分もあるという。

海洋放出にはロシアや韓国などの近隣諸国が強い関心を寄せてきた｡東電が4月、

低濃度汚染水を意図的に放出した際には､事前連絡の不備などを強く批判された｡放
出総量の推定が出たことで今後､海洋汚染の実態をきめ細かく調べ､影響の広がりを

改めて分析する必要がありそうだ。

試算結果は19日から北九州市で開かれる日本原子力学会で発表される｡(杉本
崇）
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